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　２０１４Ｊリーグヤマザキナビスコカップ決勝のカードは、サンフレッチェ広島 vs ガンバ大阪に決まった。ホーム＆アウェイによる準決勝が
10月9、12日に行われ、広島 vs 柏レイソル、川崎フロンターレ vs Ｇ大阪は共に1勝1敗の成績。広島は2試合合計スコアが3－2、Ｇ大阪は
同じく5－4で決勝へ駒を進めた。決勝は11月8日（土）、埼玉スタジアム２００２を舞台に開催される。1992年に大会がスタートして以来、
初めて西日本勢同士の決勝となる。また、Ｊ２リーグ戦では湘南ベルマーレが10月11日に行われた第36節で、初優勝を決めた。ピッチ上の
戦いは白熱の度を増し、いよいよクライマックスが近づく。（2ページに関連記事）

決勝はサンフレッチェ広島 vs ガンバ大阪
激戦の準決勝を勝ち抜いて晴れの舞台へ。西日本勢同士の決勝は大会史上初めて

広島の佐藤寿人（左写真）とＧ大阪の宇佐美貴史。たぐいまれな得点力を持つストライカーが、それぞれのチームを栄冠に導けるか
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クラブライセンス交付第一審機関（ＦＩＢ）決定による
２０１５シーズン Ｊリーグクラブライセンス交付
　２０１５シーズンＪリーグクラブライセンス
（Ｊライセンス）交付が下記のように決定し、
その概要説明会が9月29日に行われた。なお、
Ｊライセンスの交付判定については、第三者
機関であるクラブライセンス交付第一審機関
（ＦＩＢ）が行っている。ＦＩＢ構成員はＪクラ
ブに対して独立している他、Ｊリーグおよび日本
サッカー協会の理事、監事、専門委員などと
の兼務は認められていない。
　申請を行った44クラブのうち、43クラブが
Ｊ１もしくはＪ２のライセンスを交付された。
ガイナーレ鳥取は停止条件付Ｊ２ライセンス
の判定。Ｊ２ライセンス交付に際しての停止
条件があったが、ＦＩＢより通知された2014
年10月30日の期限までに同条件を充足した

ため、Ｊ２ライセンス付与の効力が発生した。
　新たにＪ１ライセンスを取得したのはカマタ
マーレ讃岐。ＡＣ長野パルセイロは、同じく新た
にＪ２ライセンスを取得した。Ｊ２ライセンス取得
は計7クラブ。水戸ホーリーホック、ＦＣ町田ゼル
ビア、ＦＣ岐阜、鳥取、ギラヴァンツ北九州は
ホームスタジアムの入場可能数が1万5000人
未満であり、長野、ツエーゲン金沢は２０１４シー
ズンの所属が明治安田生命Ｊ３リーグのため。
　判定のＢ等級基準であるトイレの数は未充
足であっても、観客席数を「満員」から「60％」
にした母数で判定した場合に充足していれば
制裁を免除されており、また新スタジアム建設
が着工もしくは発表されているクラブもトイレ
の数と屋根のカバー率の未充足による制裁は

（１）2014年度損益見通しをＪリーグに定期的に報告すること
（２）2015年度予算編成時にＪリーグに事前に説明すること是正通達

項目 内容

札幌、仙台、山形、鹿島、栃木、群馬、浦和、大宮、千葉、柏、Ｆ東京、東京Ｖ、川崎Ｆ、
横浜ＦＭ、横浜ＦＣ、湘南、甲府、松本、新潟、富山、清水、磐田、名古屋、京都、Ｇ大阪、
Ｃ大阪、神戸、岡山、広島、讃岐、徳島、愛媛、福岡、鳥栖、長崎、熊本、大分

水戸、町田、長野、金沢、
岐阜、北九州

東京Ｖ、福岡、長崎 鳥取

順位などの要件を満たしていれば、２０１５シーズンはＪ１に残留または昇格することができる

順位などの要件を満たしていれば、２０１５シーズンはＪ２に残留または昇格することができる
（Ｊ１に昇格することはできず、Ｊ１昇格プレーオフの出場資格もない）

Ｊ１クラブライセンス

Ｊ１クラブライセンス

大河正明Ｊリーグ常務理事コメント

6

44

Ｊ２クラブライセンス

鳥取

1
停止条件付Ｊ２クラブライセンス（※1） 合計

Ｊ２クラブライセンス

内容

Ｂ等級基準（特にホームスタジアムのトイレの
数、屋根のカバー率）を充足していないクラブに
対して、制裁が科される

Ｂ等級基準
未充足

（制裁対象）

項目

　Ｊライセンスには右記の2種類があり、各ライセンス基準の
うち「A等級」に指定されている基準を全て充足すれば、いずれ
かのＪライセンスが交付される。

　各ライセンス基準のうち「Ｂ等級」に指定されている基準については、それを充足していなくてもＪライセンス
は交付される。ただし、クラブライセンス交付規則第7条および第15条に基づき、「Ｂ等級」の基準を一つでも
充足していないクラブには、Ｊライセンス交付と同時に制裁が科され得る。

制裁対象となっているホームスタジアムと対象クラブ、制裁内容は以下の通り。

内容

・ 岐阜メモリアルセンター長良川競技場【岐阜】
・ ヤンマースタジアム長居【Ｃ大阪】トイレの数

（対象：2クラブ）

未充足項目 対象スタジアムとクラブ

・対象スタジアム名を公表する
・クラブはトイレの洋式化の計画または構想を2014年12月31日までに
提出する

・ 栃木県グリーンスタジアム【栃木】
・ 正田醤油スタジアム群馬【群馬】
・ ＮＡＣＫ５スタジアム大宮【大宮】
・ 日立柏サッカー場【柏】
・ 町田市立陸上競技場【町田】
・ Ｓｈｏｎａｎ ＢＭＷスタジアム平塚【湘南】

屋根のカバー率
（対象：11クラブ）

・対象スタジアム名を公表する
・ＡＦＣ主催大会のホームゲームが開催できない可能性があることを
通知する

・クラブは屋根のカバー率不足への対応策または構想を2014年12月
31日までに提出する

制裁内容

○ホームスタジアムのトイレの数および屋根のカバー率に関するＢ等級基準未充足

　Ｊライセンス交付判定に付帯して、クラブ経営上、是正すべき点があるとＦＩＢが判断した
クラブに対し、是正措置を通達する。

○判定に付帯する経営上の是正通達

○Ｊライセンスの種類

≪参考≫

■２０１５シーズン Ｊリーグクラブライセンス交付について

37

1. 判定結果

Ｂ等級基準充足

合計

Ｂ等級基準未充足（制裁免除）

Ｊ１クラブ
ライセンス 合計

8
9

37

Ｊ２クラブ
ライセンス

2
1

7

10
10

Ｂ等級基準未充足（制裁対象） 20 4 24
44

是正通達

合計

Ｊ１クラブ
ライセンス 合計

3

37

Ｊ２クラブ
ライセンス

1

7

4

対象外 34 6 40
44

2. ホームスタジアムのトイレの数および屋根のカバー率に関するＢ等級基準の充足状況 3. 判定に付帯する経営上の是正通達

（クラブ数）

（クラブ数）（クラブ数）

・ 山梨中銀スタジアム【甲府】
・ 富山県総合運動公園陸上競技場【富山】
・ ヤマハスタジアム（磐田）【磐田】
・ 鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタ
ジアム【徳島】
・ ニンジニアスタジアム【愛媛】

・ ＮＤソフトスタジアム山形【山形】
・ ニッパツ三ツ沢球技場【横浜ＦＭ・横浜ＦＣ】
・ 松本平広域公園総合球技場（アルウィン）【松本】
・ 石川県西部緑地公園陸上競技場【金沢】
・ ＩＡＩスタジアム日本平【清水】
・ 名古屋市瑞穂陸上競技場【名古屋】

トイレの数と
屋根のカバー率
（対象：11クラブ）

・対象スタジアム名を公表する
・ＡＦＣ主催大会のホームゲームが開催できない可能性があることを
通知する

・クラブは抜本的な施設改善計画（今後の活動計画）を2014年12
月31日までに提出する
・2015年の審査時に計画の進捗が見られない場合には「戒告」とする

・ とりぎんバードスタジアム【鳥取】
・ ｋａｎｋｏスタジアム【岡山】
・ エディオンスタジアム広島【広島】
・ 香川県立丸亀競技場【讃岐】

　昨年度末のＪ１・Ｊ２クラブの財務状況は、2期連続赤字が
5クラブ、債務超過が11クラブ、双方に該当するのが4クラブ。こと
しの判定までのクラブの取り組みにより、財務基準の3期連続
赤字と債務超過の解消の猶予期限である2014年度末におい
て、いずれも達成可能な状態であるとの立証が認められ、全て
のＪ１・Ｊ２クラブにＪライセンスが交付されたことはそれなりに
評価できる。
　また、ライセンス制度導入時には、財務基準によりクラブ経営が
縮小均衡になるのではないかとの懸念が一部に示されたが、過
去3年間では緩やかな拡大均衡で推移しているといえる。
　今後は、クラブがどのような戦略のもとで成長曲線を描くのか
が重要。Ｊリーグと各クラブがそれぞれにビジョンを持ち、その戦
略に沿って中長期課題に取り組むことが大切だと思っている。財
務基準の課題に一つの区切りがつき、ほとんどのクラブがス
タートラインに立ったことになるので、身の丈を大きくする努力をし
つつ、身の丈に合った経営を実践してほしい。
　クラブライセンス制度の中で、今後特に注力していきたいところ
は、競技基準のアカデミーの質の向上と施設基準のホームスタジ
アムとトレーニング施設の整備。アカデミーについては、評価システ
ムの導入も視野に入れるなど、制度の充実を図っていきたい。

免除されている。
　なお、説明会ではＪライセンス交付の発表に
加え、ライセンス制度導入から3年間の成果と
今後の課題についての説明が行われた。

激戦の準決勝は共に2試合合計スコアで決着

湘南ベルマーレの優勝が決定。第3節から首位を譲らず

２０１４Ｊリーグヤマザキナビスコカップ 決勝トーナメント

【準々決勝・準決勝】表右側のチーム：第1戦ホームチーム／左側のチーム：第2戦ホームチーム【決勝】表左側のチームをホームチーム扱い

※会場の都合により、第1戦
　が広島のホームゲーム

浦和
（Bグループ1位）

広島
（ＡＣＬ）

柏
（Bグループ2位）

横浜FM
（ＡＣＬ）

川崎F
（ＡＣＬ）

C大阪
（ＡＣＬ）

G大阪
（Aグループ1位）

神戸
（Aグループ2位）

① 0－0
② 2－2

① 2－1
② 3－1

① 3－1
② 2－3

① 1－1
② 3－0

【準々決勝】

【準決勝】

【決勝】11/8（土）13時5分／埼玉

① 2－0
② 1－2

① 1－3
② 3－2

　準決勝は両カードとも激戦になった。
　サンフレッチェ広島はホームで戦った第1戦
で、柏レイソルに2－0で先勝した。得点は41
分、50分といずれもFW佐藤寿人がマーク。
佐藤の動き出しとMF髙萩洋次郎のパスが
ピンポイントで合った、まさに「ホットライン」
と呼ぶにふさわしい連係から生まれた。
　第2戦は2連覇を目指す柏が意地を見せた。
FWレアンドロが38分、51分に得点し、第1戦
との2試合合計スコアを2－2とした。その後も
柏の猛攻が続いたが、広島は74分、MF石原
直樹が1点を返した。広島は第2戦で1－2と
敗れたものの、この得点が両チームの明暗を
分けることになり、決勝進出を決めた。
　一方、ガンバ大阪も第1戦で2点をリードし
た。DF米倉恒貴が16分に口火を切り、28分
にFW宇佐美貴史、49分にFWパトリックが
追加点。川崎フロンターレを後半アディショ
ナルタイム2分のDF田中裕介の1点に抑え、
3－1と勝利した。
　川崎Ｆに先制を許した第2戦は、42分、45分

にMF阿部浩之が立て続けに決めて、一度は
逆転した。その後、2点を奪われて2－3と敗れ
たものの、第1戦のリードを生かして逃げ切っ
た。FW大久保嘉人が9分に先制した川崎Ｆ
は、前半アディショナルタイム3分にDFジェシ、
51分にMF森谷賢太郎の得点が生まれて第
2戦をものにするも及ばなかった。
　広島の決勝進出は、ジュビロ磐田に3－5と
敗れて準優勝に終わった2010年以来、4年

Ｇ大阪は第2戦で阿部（中央）が2得点の活躍。川崎Ｆの田中（左）、森谷と競り合う

第37節のＶ・ファーレン長崎戦後、湘南の永木キャプテン（右）に村井チェアマンからＪ２
優勝のＪリーグ杯（優勝銀皿）が授与された

第2戦で貴重な得点を挙げた広島の石原（中央）を皆川（左）と髙萩が祝福

ぶり2度目。森保 一監督は準決勝第2戦後に
「11月8日（の決勝は）、必ずわれわれが勝って
タイトルをものにすると選手たちに伝えた」
と優勝への決意を語った。Ｇ大阪は川崎Ｆを
1－0で下して初優勝した07年以来、7年ぶり
3度目の決勝進出。長谷川健太監督は「広島
はＪリーグの王者。チャレンジャーの気持ちで、
しっかり勝てるように準備していきたい」と抱負
を述べた。

　Ｊ２リーグ戦は、開幕14連勝など第3節から首位をキープした湘南ベル
マーレが、初優勝を飾った。10月11日に行われた第36節の東京ヴェルディ
戦を0－0で引き分け、残り6節で2位の松本山雅ＦＣとの勝点差が19と
なったため。9月23日の第33節では京都サンガF.C.と2－2で引き分け、Ｊ１
リーグ昇格条件の一つとなる2位以内が確定。Ｊ１クラブライセンスも交付さ
れ、Ｊリーグ理事会の承認を経て昇格が正式に決まる。
　チームを率いて3シーズン目となる曺 貴裁監督は東京Ｖ戦後、「最後ま
で勝つためにやること、これまでずっと続けてきたことが、6試合を残したとこ
ろでチャンピオンになれた要因だと思う」と、ぶれないチームづくりの方針を
振り返った。また、Ｊリーグの村井 満チェアマンは「攻守にわたり走り続ける
『湘南スタイル』をチーム一丸となって実践した成果。ぶれない強い意志を持っ
て戦い続けてきた全てのクラブ関係者の皆さまに敬意を表します。私自身、
チェアマンになって初めて優勝の瞬間に立ち会いましたが、クラブがファン・
サポーター、地域の方 と々共に喜びを分かち合う姿に大変感動しました」など
とコメントを寄せた。

（※1）Ｊ２クラブライセンス交付についての停止条件があったが、期限（10月30日）までに停止条件を充足したため、Ｊ２クラブライセンス付与の効力が発生した。
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クラブライセンス交付第一審機関（ＦＩＢ）決定による
２０１５シーズン Ｊリーグクラブライセンス交付
　２０１５シーズンＪリーグクラブライセンス
（Ｊライセンス）交付が下記のように決定し、
その概要説明会が9月29日に行われた。なお、
Ｊライセンスの交付判定については、第三者
機関であるクラブライセンス交付第一審機関
（ＦＩＢ）が行っている。ＦＩＢ構成員はＪクラ
ブに対して独立している他、Ｊリーグおよび日本
サッカー協会の理事、監事、専門委員などと
の兼務は認められていない。
　申請を行った44クラブのうち、43クラブが
Ｊ１もしくはＪ２のライセンスを交付された。
ガイナーレ鳥取は停止条件付Ｊ２ライセンス
の判定。Ｊ２ライセンス交付に際しての停止
条件があったが、ＦＩＢより通知された2014
年10月30日の期限までに同条件を充足した

ため、Ｊ２ライセンス付与の効力が発生した。
　新たにＪ１ライセンスを取得したのはカマタ
マーレ讃岐。ＡＣ長野パルセイロは、同じく新た
にＪ２ライセンスを取得した。Ｊ２ライセンス取得
は計7クラブ。水戸ホーリーホック、ＦＣ町田ゼル
ビア、ＦＣ岐阜、鳥取、ギラヴァンツ北九州は
ホームスタジアムの入場可能数が1万5000人
未満であり、長野、ツエーゲン金沢は２０１４シー
ズンの所属が明治安田生命Ｊ３リーグのため。
　判定のＢ等級基準であるトイレの数は未充
足であっても、観客席数を「満員」から「60％」
にした母数で判定した場合に充足していれば
制裁を免除されており、また新スタジアム建設
が着工もしくは発表されているクラブもトイレ
の数と屋根のカバー率の未充足による制裁は

（１）2014年度損益見通しをＪリーグに定期的に報告すること
（２）2015年度予算編成時にＪリーグに事前に説明すること是正通達

項目 内容

札幌、仙台、山形、鹿島、栃木、群馬、浦和、大宮、千葉、柏、Ｆ東京、東京Ｖ、川崎Ｆ、
横浜ＦＭ、横浜ＦＣ、湘南、甲府、松本、新潟、富山、清水、磐田、名古屋、京都、Ｇ大阪、
Ｃ大阪、神戸、岡山、広島、讃岐、徳島、愛媛、福岡、鳥栖、長崎、熊本、大分

水戸、町田、長野、金沢、
岐阜、北九州

東京Ｖ、福岡、長崎 鳥取

順位などの要件を満たしていれば、２０１５シーズンはＪ１に残留または昇格することができる

順位などの要件を満たしていれば、２０１５シーズンはＪ２に残留または昇格することができる
（Ｊ１に昇格することはできず、Ｊ１昇格プレーオフの出場資格もない）

Ｊ１クラブライセンス

Ｊ１クラブライセンス

大河正明Ｊリーグ常務理事コメント

6

44

Ｊ２クラブライセンス

鳥取

1
停止条件付Ｊ２クラブライセンス（※1） 合計

Ｊ２クラブライセンス

内容

Ｂ等級基準（特にホームスタジアムのトイレの
数、屋根のカバー率）を充足していないクラブに
対して、制裁が科される

Ｂ等級基準
未充足

（制裁対象）

項目

　Ｊライセンスには右記の2種類があり、各ライセンス基準の
うち「A等級」に指定されている基準を全て充足すれば、いずれ
かのＪライセンスが交付される。

　各ライセンス基準のうち「Ｂ等級」に指定されている基準については、それを充足していなくてもＪライセンス
は交付される。ただし、クラブライセンス交付規則第7条および第15条に基づき、「Ｂ等級」の基準を一つでも
充足していないクラブには、Ｊライセンス交付と同時に制裁が科され得る。

制裁対象となっているホームスタジアムと対象クラブ、制裁内容は以下の通り。

内容

・ 岐阜メモリアルセンター長良川競技場【岐阜】
・ ヤンマースタジアム長居【Ｃ大阪】トイレの数

（対象：2クラブ）

未充足項目 対象スタジアムとクラブ

・対象スタジアム名を公表する
・クラブはトイレの洋式化の計画または構想を2014年12月31日までに
提出する

・ 栃木県グリーンスタジアム【栃木】
・ 正田醤油スタジアム群馬【群馬】
・ ＮＡＣＫ５スタジアム大宮【大宮】
・ 日立柏サッカー場【柏】
・ 町田市立陸上競技場【町田】
・ Ｓｈｏｎａｎ ＢＭＷスタジアム平塚【湘南】

屋根のカバー率
（対象：11クラブ）

・対象スタジアム名を公表する
・ＡＦＣ主催大会のホームゲームが開催できない可能性があることを
通知する
・クラブは屋根のカバー率不足への対応策または構想を2014年12月
31日までに提出する

制裁内容

○ホームスタジアムのトイレの数および屋根のカバー率に関するＢ等級基準未充足

　Ｊライセンス交付判定に付帯して、クラブ経営上、是正すべき点があるとＦＩＢが判断した
クラブに対し、是正措置を通達する。

○判定に付帯する経営上の是正通達

○Ｊライセンスの種類

≪参考≫

■２０１５シーズン Ｊリーグクラブライセンス交付について

37

1. 判定結果

Ｂ等級基準充足

合計

Ｂ等級基準未充足（制裁免除）

Ｊ１クラブ
ライセンス 合計

8
9

37

Ｊ２クラブ
ライセンス

2
1

7

10
10

Ｂ等級基準未充足（制裁対象） 20 4 24
44

是正通達

合計

Ｊ１クラブ
ライセンス 合計

3

37

Ｊ２クラブ
ライセンス

1

7

4

対象外 34 6 40
44

2. ホームスタジアムのトイレの数および屋根のカバー率に関するＢ等級基準の充足状況 3. 判定に付帯する経営上の是正通達

（クラブ数）

（クラブ数）（クラブ数）

・ 山梨中銀スタジアム【甲府】
・ 富山県総合運動公園陸上競技場【富山】
・ ヤマハスタジアム（磐田）【磐田】
・ 鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタ
ジアム【徳島】
・ ニンジニアスタジアム【愛媛】

・ ＮＤソフトスタジアム山形【山形】
・ ニッパツ三ツ沢球技場【横浜ＦＭ・横浜ＦＣ】
・ 松本平広域公園総合球技場（アルウィン）【松本】
・ 石川県西部緑地公園陸上競技場【金沢】
・ ＩＡＩスタジアム日本平【清水】
・ 名古屋市瑞穂陸上競技場【名古屋】

トイレの数と
屋根のカバー率
（対象：11クラブ）

・対象スタジアム名を公表する
・ＡＦＣ主催大会のホームゲームが開催できない可能性があることを
通知する
・クラブは抜本的な施設改善計画（今後の活動計画）を2014年12
月31日までに提出する
・2015年の審査時に計画の進捗が見られない場合には「戒告」とする

・ とりぎんバードスタジアム【鳥取】
・ ｋａｎｋｏスタジアム【岡山】
・ エディオンスタジアム広島【広島】
・ 香川県立丸亀競技場【讃岐】

　昨年度末のＪ１・Ｊ２クラブの財務状況は、2期連続赤字が
5クラブ、債務超過が11クラブ、双方に該当するのが4クラブ。こと
しの判定までのクラブの取り組みにより、財務基準の3期連続
赤字と債務超過の解消の猶予期限である2014年度末におい
て、いずれも達成可能な状態であるとの立証が認められ、全て
のＪ１・Ｊ２クラブにＪライセンスが交付されたことはそれなりに
評価できる。
　また、ライセンス制度導入時には、財務基準によりクラブ経営が
縮小均衡になるのではないかとの懸念が一部に示されたが、過
去3年間では緩やかな拡大均衡で推移しているといえる。
　今後は、クラブがどのような戦略のもとで成長曲線を描くのか
が重要。Ｊリーグと各クラブがそれぞれにビジョンを持ち、その戦
略に沿って中長期課題に取り組むことが大切だと思っている。財
務基準の課題に一つの区切りがつき、ほとんどのクラブがス
タートラインに立ったことになるので、身の丈を大きくする努力をし
つつ、身の丈に合った経営を実践してほしい。
　クラブライセンス制度の中で、今後特に注力していきたいところ
は、競技基準のアカデミーの質の向上と施設基準のホームスタジ
アムとトレーニング施設の整備。アカデミーについては、評価システ
ムの導入も視野に入れるなど、制度の充実を図っていきたい。

免除されている。
　なお、説明会ではＪライセンス交付の発表に
加え、ライセンス制度導入から3年間の成果と
今後の課題についての説明が行われた。

激戦の準決勝は共に2試合合計スコアで決着

湘南ベルマーレの優勝が決定。第3節から首位を譲らず

２０１４Ｊリーグヤマザキナビスコカップ 決勝トーナメント

【準々決勝・準決勝】表右側のチーム：第1戦ホームチーム／左側のチーム：第2戦ホームチーム【決勝】表左側のチームをホームチーム扱い

※会場の都合により、第1戦
　が広島のホームゲーム

浦和
（Bグループ1位）

広島
（ＡＣＬ）

柏
（Bグループ2位）

横浜FM
（ＡＣＬ）

川崎F
（ＡＣＬ）

C大阪
（ＡＣＬ）

G大阪
（Aグループ1位）

神戸
（Aグループ2位）

① 0－0
② 2－2

① 2－1
② 3－1

① 3－1
② 2－3

① 1－1
② 3－0

【準々決勝】

【準決勝】

【決勝】11/8（土）13時5分／埼玉

① 2－0
② 1－2

① 1－3
② 3－2

　準決勝は両カードとも激戦になった。
　サンフレッチェ広島はホームで戦った第1戦
で、柏レイソルに2－0で先勝した。得点は41
分、50分といずれもFW佐藤寿人がマーク。
佐藤の動き出しとMF髙萩洋次郎のパスが
ピンポイントで合った、まさに「ホットライン」
と呼ぶにふさわしい連係から生まれた。
　第2戦は2連覇を目指す柏が意地を見せた。
FWレアンドロが38分、51分に得点し、第1戦
との2試合合計スコアを2－2とした。その後も
柏の猛攻が続いたが、広島は74分、MF石原
直樹が1点を返した。広島は第2戦で1－2と
敗れたものの、この得点が両チームの明暗を
分けることになり、決勝進出を決めた。
　一方、ガンバ大阪も第1戦で2点をリードし
た。DF米倉恒貴が16分に口火を切り、28分
にFW宇佐美貴史、49分にFWパトリックが
追加点。川崎フロンターレを後半アディショ
ナルタイム2分のDF田中裕介の1点に抑え、
3－1と勝利した。
　川崎Ｆに先制を許した第2戦は、42分、45分

にMF阿部浩之が立て続けに決めて、一度は
逆転した。その後、2点を奪われて2－3と敗れ
たものの、第1戦のリードを生かして逃げ切っ
た。FW大久保嘉人が9分に先制した川崎Ｆ
は、前半アディショナルタイム3分にDFジェシ、
51分にMF森谷賢太郎の得点が生まれて第
2戦をものにするも及ばなかった。
　広島の決勝進出は、ジュビロ磐田に3－5と
敗れて準優勝に終わった2010年以来、4年

Ｇ大阪は第2戦で阿部（中央）が2得点の活躍。川崎Ｆの田中（左）、森谷と競り合う

第37節のＶ・ファーレン長崎戦後、湘南の永木キャプテン（右）に村井チェアマンからＪ２
優勝のＪリーグ杯（優勝銀皿）が授与された

第2戦で貴重な得点を挙げた広島の石原（中央）を皆川（左）と髙萩が祝福

ぶり2度目。森保 一監督は準決勝第2戦後に
「11月8日（の決勝は）、必ずわれわれが勝って
タイトルをものにすると選手たちに伝えた」
と優勝への決意を語った。Ｇ大阪は川崎Ｆを
1－0で下して初優勝した07年以来、7年ぶり
3度目の決勝進出。長谷川健太監督は「広島
はＪリーグの王者。チャレンジャーの気持ちで、
しっかり勝てるように準備していきたい」と抱負
を述べた。

　Ｊ２リーグ戦は、開幕14連勝など第3節から首位をキープした湘南ベル
マーレが、初優勝を飾った。10月11日に行われた第36節の東京ヴェルディ
戦を0－0で引き分け、残り6節で2位の松本山雅ＦＣとの勝点差が19と
なったため。9月23日の第33節では京都サンガF.C.と2－2で引き分け、Ｊ１
リーグ昇格条件の一つとなる2位以内が確定。Ｊ１クラブライセンスも交付さ
れ、Ｊリーグ理事会の承認を経て昇格が正式に決まる。
　チームを率いて3シーズン目となる曺 貴裁監督は東京Ｖ戦後、「最後ま
で勝つためにやること、これまでずっと続けてきたことが、6試合を残したとこ
ろでチャンピオンになれた要因だと思う」と、ぶれないチームづくりの方針を
振り返った。また、Ｊリーグの村井 満チェアマンは「攻守にわたり走り続ける
『湘南スタイル』をチーム一丸となって実践した成果。ぶれない強い意志を持っ
て戦い続けてきた全てのクラブ関係者の皆さまに敬意を表します。私自身、
チェアマンになって初めて優勝の瞬間に立ち会いましたが、クラブがファン・
サポーター、地域の方 と々共に喜びを分かち合う姿に大変感動しました」など
とコメントを寄せた。

（※1）Ｊ２クラブライセンス交付についての停止条件があったが、期限（10月30日）までに停止条件を充足したため、Ｊ２クラブライセンス付与の効力が発生した。
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スペシャル対談

哲学がプレーを通して伝われば（村井）
̶ Ｊリーグの現状をどう見ていますか。
  原 セレッソ大阪がＡＦＣチャンピオンズリー
グ（ＡＣＬ）に出場する一方で、残留争いをして
いることが現状を表しています。各チームの力は

接近しているが、アジアでは勝てない。ＡＣＬで
優勝しても、国内では勝てないようなレベルに
なればいい。リーグ全体が、ほどほどのところで
安定してしまった印象です。創設当初のように、
プロになれてうれしくて、ボールを必死で追うよう
な部分を忘れかけている。淡 と々勝った、負けた
となっているのが残念です。
村井 テレビのチャンネル一つで海外サッカー
が見られて、われわれは常に相対の中にいる。
世界のサッカーの中に引きずり込まれて比較さ
れてしまう。今シーズン初めに提案した三つの
約束にもあるが、接触プレーですぐ倒れてやめて
しまうとか、痛がる姿はワールドカップではほと
んど見られない。世界では恥ずかしいと見なされ
ます。これらをなくすことはすぐに始められます。
来シーズンからＪ１の試合をデジタルトラッキ
ングしていきますが、何キロ走ったか、何回スプ
リントしたか、最高速度やパス成功率を国際試
合と比較していく。倒れている選手数と時間を
見たら、これではだめだろうと。マインドリセット
ができれば、今の選手は十分できる力を持って

いると思います。
̶ 日本サッカー協会（ＪＦＡ）が協調して
Ｊリーグを面白くするためにできることは。
村井 育成などの土台づくり。選抜する立場の
ＪＦＡの育成システムと、Ｊクラブの育成シス
テムを重ならないようにして、都道府県サッカー
協会とＪクラブがどう協力するかの役割分担が
重要になります。
  原 ＪＦＡがやるのは選手育成と指導者養
成。指導者なら将来伸びるかどうかを見抜く目を
養う。海外に指導者を出して経験を積ませると
か。元代表選手が解説者ではなくて、指導者と
して活躍できる道をつくりたいですね。
村井 重要なのはスタジアム。全面屋根付きの
サッカースタジアムを増やしたい。多目的で商業
施設があって、サッカーを含めて一日楽しめる
ような空間づくりをＪＦＡと一緒に進めたら相
当なパワーになります。
̶ サッカー自体の質を変えていく必要性
も感じます。
  原 世界の主流はスピードです。チャンスの

来シーズンからはプレーをデータで表現し、選手のレベルアップ
に役立てようという村井チェアマン（左）。原専務理事は試合日
程の調整も重視。Ｊリーグ将来構想委員会では、具体案を出し
て議論しているという

時にパスがきちんと出る。日本は前に行かずに
ボールをすぐ戻してしまう。戦っている時間も
短い。ボールを取りに行かないし、後ろでパス
を回している時間が長い。ゴールを目指すサッカ
ーはもっとシンプルなもの。そういう見方をすれ
ば、Ｊ２で優勝した湘南ベルマーレは面白いで
すね。
村井 湘南が話題になるのは、クラブがどうい
うサッカーを目指しているのかがサポーターにも
共有されているから。勝ったら拍手、負けたらブ
ーイングだけではなくて。クラブのサッカーを言
語化して、お客さんを引き込んでいく。ホームタ
ウン活動、青少年への影響など、勝った負けた
の世界観だけでは地域や子どもたちに影響を
与えない。最後まで諦めないといった哲学がプ
レーを通して伝われば影響力も高まります。その
意味で湘南は一歩を踏み出したのではないで
しょうか。

指導者も国際経験を早くする（原）
̶ お二人はＪＦＡのＪリーグ将来構想委
員会のメンバーでもあります。
  原 ＪリーグとＪＦＡが一緒にやろうというの
は、まず育成。Ｕ－１６、Ｕ－１９の日本代表が
それぞれのカテゴリーのワールドカップアジア
予選で負けた。各年代の代表選手の多くが
Ｊクラブのアカデミーから出ています。Ｊリーグ
創設から21年がたって、ＪリーグもＪＦＡも新
しいスタートを切る時だと思います。
村井 長期的にどうやっていい選手を輩出し
ていくか、育成の役割はＪリーグが担う部分も
大きい。現実的なＪリーグの視点からいけば、
ＡＣＬでタイトルを取り、クラブワールドカップで
世界と対等に戦う実力をＪクラブが持たなけれ
ば、代表も世界で勝てない。そのために日程を
どう組むか、ＪＦＡと協力してクラブをどう支援
するかを現実論で話しています。
̶ すぐに手を付けることはどのような点
でしょう。
村井 「あのクラブは育成で成功してるね」と
言っても、分解していくと因果関係が漠然とし
ている。ドイツでは外部が具体的、客観的に育
成システムを精査、格付けしている。それを年
内に試す予定です。一貫した育成哲学があ
るか、具体的手法を持っているか、同じ観点で
スカウトしているか、財務的な手当てをしている
かなどをきちんと見ます。国際大会を開催して、
日本で育成年代がアジア諸国と戦う経験を
演出できないか。具体的な計画づくりに入って
います。
  原 欧州、南米では代表だけでなく、クラブも
国際大会で経験を積む。指導者も国際経験を
早くすることで、世界では何が必要か把握でき

る。そこにお金を使っていく。Ｊクラブに補助し
て単独で海外に遠征してもらうとか。いい選手
が出てくるサイクルをつくらないと、今より上に
は行けない。来年6月にＵ－１６の国際大会を
ＪＦＡ主催で開催する予定です。
村井 まだ構想段階ですが、例えば、ＡＣＬで
韓国に行くときにユースチームも帯同して試合
をして、トップチームが戦っている風景を見てく
る。ＡＣＬに出ればクラブ全体が国際経験を
積むことも可能。その予算をリーグが補塡する
ことも考えられます。指導者もキャリアを長期的
に見た上で、海外で指導経験を積ませることも
考えたい。

タフであっても水曜、土曜で（村井）
̶ 日程の組み方や大会の整理について、
協調はできますか。
  原 将来構想委員会では2017、18年を目
指してカレンダーを検討しています。現状のチー
ム数、シーズンを前提に議論を進めています。
村井 ＡＣＬなどの国際大会にベストコンデ
ィションで出場できるように、一定の日数を置く
ことは必要です。でも、国内の試合なら同条
件であれば、 タフであっても水曜、土曜でやっ
ていく。ただ、試合が偏らないように年間を通
してリーグ戦とカップ戦をリズムよく組むことが
大切です。
  原 日本代表戦とＡＣＬは国際サッカー連盟
（ＦＩＦＡ）、アジアサッカー連盟（ＡＦＣ）に決
められてしまうので、日程上、それぞれを優先せざ
るを得ない。Ｊリーグの日程も大事です。その
後にＪリーグヤマザキナビスコカップと天皇杯
全日本サッカー選手権大会をどう組むか、優先
順位を考えてきました。具体的な日程を出して
話し合っています。
̶ お互いに譲歩も必要となりそうですね。
村井 優先順位をつけるには、大会の意味合
いを定義していくことです。ヤマザキナビスコカ
ップのおかげで若手を起用できる。日程を単に
詰めるのではなく、各大会の意味合いを考えな
がら整理していくことで集約してきました。1月と
2月の大半は日本で試合はできない。降雪地
域や練習場の環境を整えて試合をやれるシー
ズンを広げたいし、午後6～7時にキックオフす
るサマーシーズンをもっと伸ばす議論もあるが、 
いったんこのままやろうと。湿度80％とか、気温
35度とか、ピッチが悪い中でやらないといけな
い現実がアジアにはあります。

育成のスペシャリストを（原）
̶ 育成と指導者養成の現場で感じてい
ることはありますか。
  原 局面での強度が低い。海外に比べて、
戦う場面が少ない。ストライカー、センターバック
が育たないのもゴール前にボールがいかない
から。日本の指導者は何でもできる選手が好
き。不器用だけど、ここは特別な能力がある、
というのを外国人指導者は高く評価する。日本
人は指導者として少し真面目過ぎるのかもしれ
ない。
村井 ボールを蹴る、止めるの基本技術もスペ

シャリティーも重要だけど、例えば、観察する力、
考える力、判断する力、伝える力、それをみんな
でまとめる力、振り返る力も大事。仲間が緊張し
ていることを観察して修正するのは監督の力で
はなくて、選手同士がピッチ上でコミュニケートし
て軌道修正していく。本来持っている力だけど、
どこかで摘み取られていく。もっと子どもたちがわ
いわいする感覚をアジアの中でうまく学ばせられ
ないかなと。そういったものをサッカーから日本社
会に出していけたらいいですね。
  原 育成の指導者の一番難しいところです
ね。最初はいろんなことを考えてやるのに、次
第に「これやれ、あれやれ」と次第にロボットみ
たいになってしまう。ネイマール、メッシのような
ひらめきを表現させるのは難しいが、そういう指
導者がもっと多く出てきてほしい。
̶ 現状では育成の指導者の立場や待遇
は低い。育成コーチは通過点で、トップチーム
の監督がゴールのような見方が根強い。
  原 それが出ると、子どもは離れていってしま
う。育成のスペシャリストを、クラブが育てないと
いけない。「全国大会に出られなければだめ」と
言われるから、勝ち負けにだけこだわってしまう。
村井 人間教育も含めて、トータルで子どもたち
を見る司令塔の役割を担う人材が育ってほし
い。全51クラブで一人ずつ育てば、Ｊリーグの
将来は明るいかもしれない。この20年間、上澄
みを上げることに注力してきたが、リーグとして
できることを考えていきます。

　Ｊリーグの創設が、日本代表のＦＩＦＡ
ワールドカップ5大会連続出場をはじめと
する国際舞台での飛躍、成長につながった
のは疑いない。もちろん、世界トップクラス
のレベルはさらに高く、日本サッカーの挑戦
は続く。そのための選手を供給するＪリーグ
には何が必要なのか。Ｊリーグの村井 満
チェアマンと日本サッカー協会の原 博実
専務理事に、それぞれの立場から意見を
交換してもらった。

村井 満 原 博実
Ｊリーグ チェアマン 日本サッカー協会 専務理事

原 博実（はら ひろみ）1958年10月19日生まれ。栃木
県出身。選手時代は早稲田大学、日本サッカーリーグの三
菱重工でFWとして活躍。日本代表では国際Aマッチ75試
合出場で歴代4位の37得点。指導者ではＪリーグの浦和
レッズ、ＦＣ東京の監督を務めた。2009年2月から14年
9月まで日本サッカー協会（ＪＦＡ）技術委員長（強化担
当）。10年7月～13年12月にＪＦＡ理事。13年12月か
ら同専務理事。Ｊリーグでは10年7月から理事を務める。

※この対談は2014年10月22日に実施しました。

取材／構成：朝日新聞社 編集委員  潮 智史
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スペシャル対談

哲学がプレーを通して伝われば（村井）
̶ Ｊリーグの現状をどう見ていますか。
  原 セレッソ大阪がＡＦＣチャンピオンズリー
グ（ＡＣＬ）に出場する一方で、残留争いをして
いることが現状を表しています。各チームの力は

接近しているが、アジアでは勝てない。ＡＣＬで
優勝しても、国内では勝てないようなレベルに
なればいい。リーグ全体が、ほどほどのところで
安定してしまった印象です。創設当初のように、
プロになれてうれしくて、ボールを必死で追うよう
な部分を忘れかけている。淡 と々勝った、負けた
となっているのが残念です。
村井 テレビのチャンネル一つで海外サッカー
が見られて、われわれは常に相対の中にいる。
世界のサッカーの中に引きずり込まれて比較さ
れてしまう。今シーズン初めに提案した三つの
約束にもあるが、接触プレーですぐ倒れてやめて
しまうとか、痛がる姿はワールドカップではほと
んど見られない。世界では恥ずかしいと見なされ
ます。これらをなくすことはすぐに始められます。
来シーズンからＪ１の試合をデジタルトラッキ
ングしていきますが、何キロ走ったか、何回スプ
リントしたか、最高速度やパス成功率を国際試
合と比較していく。倒れている選手数と時間を
見たら、これではだめだろうと。マインドリセット
ができれば、今の選手は十分できる力を持って

いると思います。
̶ 日本サッカー協会（ＪＦＡ）が協調して
Ｊリーグを面白くするためにできることは。
村井 育成などの土台づくり。選抜する立場の
ＪＦＡの育成システムと、Ｊクラブの育成シス
テムを重ならないようにして、都道府県サッカー
協会とＪクラブがどう協力するかの役割分担が
重要になります。
  原 ＪＦＡがやるのは選手育成と指導者養
成。指導者なら将来伸びるかどうかを見抜く目を
養う。海外に指導者を出して経験を積ませると
か。元代表選手が解説者ではなくて、指導者と
して活躍できる道をつくりたいですね。
村井 重要なのはスタジアム。全面屋根付きの
サッカースタジアムを増やしたい。多目的で商業
施設があって、サッカーを含めて一日楽しめる
ような空間づくりをＪＦＡと一緒に進めたら相
当なパワーになります。
̶ サッカー自体の質を変えていく必要性
も感じます。
  原 世界の主流はスピードです。チャンスの

来シーズンからはプレーをデータで表現し、選手のレベルアップ
に役立てようという村井チェアマン（左）。原専務理事は試合日
程の調整も重視。Ｊリーグ将来構想委員会では、具体案を出し
て議論しているという

時にパスがきちんと出る。日本は前に行かずに
ボールをすぐ戻してしまう。戦っている時間も
短い。ボールを取りに行かないし、後ろでパス
を回している時間が長い。ゴールを目指すサッカ
ーはもっとシンプルなもの。そういう見方をすれ
ば、Ｊ２で優勝した湘南ベルマーレは面白いで
すね。
村井 湘南が話題になるのは、クラブがどうい
うサッカーを目指しているのかがサポーターにも
共有されているから。勝ったら拍手、負けたらブ
ーイングだけではなくて。クラブのサッカーを言
語化して、お客さんを引き込んでいく。ホームタ
ウン活動、青少年への影響など、勝った負けた
の世界観だけでは地域や子どもたちに影響を
与えない。最後まで諦めないといった哲学がプ
レーを通して伝われば影響力も高まります。その
意味で湘南は一歩を踏み出したのではないで
しょうか。

指導者も国際経験を早くする（原）
̶ お二人はＪＦＡのＪリーグ将来構想委
員会のメンバーでもあります。
  原 ＪリーグとＪＦＡが一緒にやろうというの
は、まず育成。Ｕ－１６、Ｕ－１９の日本代表が
それぞれのカテゴリーのワールドカップアジア
予選で負けた。各年代の代表選手の多くが
Ｊクラブのアカデミーから出ています。Ｊリーグ
創設から21年がたって、ＪリーグもＪＦＡも新
しいスタートを切る時だと思います。
村井 長期的にどうやっていい選手を輩出し
ていくか、育成の役割はＪリーグが担う部分も
大きい。現実的なＪリーグの視点からいけば、
ＡＣＬでタイトルを取り、クラブワールドカップで
世界と対等に戦う実力をＪクラブが持たなけれ
ば、代表も世界で勝てない。そのために日程を
どう組むか、ＪＦＡと協力してクラブをどう支援
するかを現実論で話しています。
̶ すぐに手を付けることはどのような点
でしょう。
村井 「あのクラブは育成で成功してるね」と
言っても、分解していくと因果関係が漠然とし
ている。ドイツでは外部が具体的、客観的に育
成システムを精査、格付けしている。それを年
内に試す予定です。一貫した育成哲学があ
るか、具体的手法を持っているか、同じ観点で
スカウトしているか、財務的な手当てをしている
かなどをきちんと見ます。国際大会を開催して、
日本で育成年代がアジア諸国と戦う経験を
演出できないか。具体的な計画づくりに入って
います。
  原 欧州、南米では代表だけでなく、クラブも
国際大会で経験を積む。指導者も国際経験を
早くすることで、世界では何が必要か把握でき

る。そこにお金を使っていく。Ｊクラブに補助し
て単独で海外に遠征してもらうとか。いい選手
が出てくるサイクルをつくらないと、今より上に
は行けない。来年6月にＵ－１６の国際大会を
ＪＦＡ主催で開催する予定です。
村井 まだ構想段階ですが、例えば、ＡＣＬで
韓国に行くときにユースチームも帯同して試合
をして、トップチームが戦っている風景を見てく
る。ＡＣＬに出ればクラブ全体が国際経験を
積むことも可能。その予算をリーグが補塡する
ことも考えられます。指導者もキャリアを長期的
に見た上で、海外で指導経験を積ませることも
考えたい。

タフであっても水曜、土曜で（村井）
̶ 日程の組み方や大会の整理について、
協調はできますか。
  原 将来構想委員会では2017、18年を目
指してカレンダーを検討しています。現状のチー
ム数、シーズンを前提に議論を進めています。
村井 ＡＣＬなどの国際大会にベストコンデ
ィションで出場できるように、一定の日数を置く
ことは必要です。でも、国内の試合なら同条
件であれば、 タフであっても水曜、土曜でやっ
ていく。ただ、試合が偏らないように年間を通
してリーグ戦とカップ戦をリズムよく組むことが
大切です。
  原 日本代表戦とＡＣＬは国際サッカー連盟
（ＦＩＦＡ）、アジアサッカー連盟（ＡＦＣ）に決
められてしまうので、日程上、それぞれを優先せざ
るを得ない。Ｊリーグの日程も大事です。その
後にＪリーグヤマザキナビスコカップと天皇杯
全日本サッカー選手権大会をどう組むか、優先
順位を考えてきました。具体的な日程を出して
話し合っています。
̶ お互いに譲歩も必要となりそうですね。
村井 優先順位をつけるには、大会の意味合
いを定義していくことです。ヤマザキナビスコカ
ップのおかげで若手を起用できる。日程を単に
詰めるのではなく、各大会の意味合いを考えな
がら整理していくことで集約してきました。1月と
2月の大半は日本で試合はできない。降雪地
域や練習場の環境を整えて試合をやれるシー
ズンを広げたいし、午後6～7時にキックオフす
るサマーシーズンをもっと伸ばす議論もあるが、 
いったんこのままやろうと。湿度80％とか、気温
35度とか、ピッチが悪い中でやらないといけな
い現実がアジアにはあります。

育成のスペシャリストを（原）
̶ 育成と指導者養成の現場で感じてい
ることはありますか。
  原 局面での強度が低い。海外に比べて、
戦う場面が少ない。ストライカー、センターバック
が育たないのもゴール前にボールがいかない
から。日本の指導者は何でもできる選手が好
き。不器用だけど、ここは特別な能力がある、
というのを外国人指導者は高く評価する。日本
人は指導者として少し真面目過ぎるのかもしれ
ない。
村井 ボールを蹴る、止めるの基本技術もスペ

シャリティーも重要だけど、例えば、観察する力、
考える力、判断する力、伝える力、それをみんな
でまとめる力、振り返る力も大事。仲間が緊張し
ていることを観察して修正するのは監督の力で
はなくて、選手同士がピッチ上でコミュニケートし
て軌道修正していく。本来持っている力だけど、
どこかで摘み取られていく。もっと子どもたちがわ
いわいする感覚をアジアの中でうまく学ばせられ
ないかなと。そういったものをサッカーから日本社
会に出していけたらいいですね。
  原 育成の指導者の一番難しいところです
ね。最初はいろんなことを考えてやるのに、次
第に「これやれ、あれやれ」と次第にロボットみ
たいになってしまう。ネイマール、メッシのような
ひらめきを表現させるのは難しいが、そういう指
導者がもっと多く出てきてほしい。
̶ 現状では育成の指導者の立場や待遇
は低い。育成コーチは通過点で、トップチーム
の監督がゴールのような見方が根強い。
  原 それが出ると、子どもは離れていってしま
う。育成のスペシャリストを、クラブが育てないと
いけない。「全国大会に出られなければだめ」と
言われるから、勝ち負けにだけこだわってしまう。
村井 人間教育も含めて、トータルで子どもたち
を見る司令塔の役割を担う人材が育ってほし
い。全51クラブで一人ずつ育てば、Ｊリーグの
将来は明るいかもしれない。この20年間、上澄
みを上げることに注力してきたが、リーグとして
できることを考えていきます。

　Ｊリーグの創設が、日本代表のＦＩＦＡ
ワールドカップ5大会連続出場をはじめと
する国際舞台での飛躍、成長につながった
のは疑いない。もちろん、世界トップクラス
のレベルはさらに高く、日本サッカーの挑戦
は続く。そのための選手を供給するＪリーグ
には何が必要なのか。Ｊリーグの村井 満
チェアマンと日本サッカー協会の原 博実
専務理事に、それぞれの立場から意見を
交換してもらった。

村井 満 原 博実
Ｊリーグ チェアマン 日本サッカー協会 専務理事

原 博実（はら ひろみ）1958年10月19日生まれ。栃木
県出身。選手時代は早稲田大学、日本サッカーリーグの三
菱重工でFWとして活躍。日本代表では国際Aマッチ75試
合出場で歴代4位の37得点。指導者ではＪリーグの浦和
レッズ、ＦＣ東京の監督を務めた。2009年2月から14年
9月まで日本サッカー協会（ＪＦＡ）技術委員長（強化担
当）。10年7月～13年12月にＪＦＡ理事。13年12月か
ら同専務理事。Ｊリーグでは10年7月から理事を務める。

※この対談は2014年10月22日に実施しました。

取材／構成：朝日新聞社 編集委員  潮 智史
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1. 関係構築

2. 課題の設定
 「お電話いたしましたのは…」

3. 質問
 調査と準備の活用

4. 商品知識の紹介
 （関心内容に応じて）

5. ご意見の取り扱い
 ・1から10のレベル

6. 約束／取り引きを求める
 忘れずに照会

チケット販売員の育成、訓練を行うナショナルセールスセンターのスタッフに配布されて
いる心得カード。セールスの際に必要な基本事項が簡潔にまとめられている

ニュージャージー州ハリソン市に
あるレッドブルアリーナ。2010年
にオープンしたサッカースタジアム

ＭＬＳの成長要因
　今回の現地視察で中西常務理事は、ＭＬＳ
が成長してきた要素を三つ挙げている。
　1996年のリーグスタート後は観客が減少
する傾向があったが、2002年にサッカーユナ
イテッドマーケティング社（ＳＵＭ）の設立によ
り経営改善を図ったことは前号で報告した。
最初の成長要因は、その回復期に２万人前後
の収容数を持つサッカー専用スタジアムの新設
を進めたことだ。ＭＬＳでは、新規参入条件に
専用スタジアムを持つことを義務付けている。
周辺地域の都市開発とリンクさせることで投資
家を呼び込み、1999年以降で16スタジアム
が新設された。このうち、12がサッカー専用で
ある点も注目すべきであろう。 
　二つ目は、スター選手の積極的な獲得にある
という。アメリカ代表が２００６ ＦＩＦＡワールド
カップドイツでグループステージ最下位に終わ
った翌07年に、特別指定選手制度（当初は
1クラブ当たり1人まで。現在は3人まで）を導
入した。ＭＬＳはサラリーキャップ制を採り入れ
てチーム間の戦力の均衡を図ってきたが、一
方でリーグ全体を魅力あるものにするために、
07年にデービッド・ベッカム（イングランド）、

10年にティエリ・アンリ（フ
ランス）、11年にロビー・キ
ーン（アイルランド）ら欧州
のクラブから次々とスター
選手を獲得している。15年
には新たに、カカ（ブラジル）、
フランク・ランパード（イング
ランド）らが加わる予定だ。
　サラリーキャップは06年
に1チーム当たり約1億9
千万円だったが、段階的に
拡大してことしは約3億1
千万円。特別指定選手の
契約はサラリーキャップが
適用されず、場合によって
はＭＬＳが交渉、投資を行
う場合もある。もともとの
基本ルールとして選手契
約はＭＬＳが直接結んでおり、リーグ自体が
全体の発展、成長を目指してスター選手をバ
ランス良く呼んでくることができるようになって
いる。ＭＬＳから欧州など海外に選手が出ていく
場合の移籍金は3分の1がＭＬＳに、残りの3
分の2が各クラブに入る。
　三つ目の成長要因は、入場料収入の拡大
だ。これを支えているのは、アメリカンフットボ
ール（ＮＦＬ）やバスケットボール（ＮＢＡ）な
ど、他のプロスポーツからの人材流入がある。
スポーツマネジメントを経験したスタッフを積極
的に迎え入れ、10年に「ナショナルセールス
センター」を設置。ここでは、チケット販売員の
育成を進めて、実地訓練を重ねる。一定の教
育を終えたメンバーがＭＬＳの各クラブに送
り込まれて、実際にチケット販売を担当すると
いう仕組みだ。
　中西常務理事が「興味深い」と指摘するの
は、これらの施策がＦＩＦＡワールドカップ開
催年を中心にほぼ4年ごとに行われているとい
う点だ。ピッチの外でも、常に新しいものを採り
入れて歩みを止めないという点で、アメリカの

取り組みは示唆に富んでいるといっていいだ
ろう。

方向性と大胆な取り組み
　視察を終えて、中西常務理事は「同じサッカ
ー中堅国としてアメリカと日本は、もう一段階
上のレベルに行く難しさに気付いている」と
話している。競技人口や興行として定着するなど
一定の普及が進み、ＦＩＦＡワールドカップ出場
常連国になった一方で、欧州や南米に追い
付くには、先進国とは違う取り組みが必要にな
る。「その点で、イノベーションを起こそうとして
いるアメリカの取り組みは参考になる。Ｊリーグ
もここまで成長してきた従来の努力と同質の
ものでは、うまくいかないと実感している」。
　Ｊリーグはデジタルの活用と育成への投資を
掲げてきたが、今回の視察でその方向性が
間違っていないことは確認できたという。この
二つの分野で具体的な施策の検討を精力的に
進めている最中で、「大きな展望を描いて、戦略
をシンプルに絞り込み、大胆に投資することが
大切だ」と話している。

　アメリカサッカー成長の鍵はどこにあるのか。国内
トップリーグのメジャーリーグサッカー（ＭＬＳ）を中心に
現地を視察した中西大介Ｊリーグ常務理事による報告
を参考に、今回はＪリーグで何をすべきなのかを考えて
みたい。 朝日新聞社 編集委員　潮 智史

ナショナルセールスセンター内部の様子

セールスの6段階

©MLSNSC

　Ｊ１リーグ戦は、9月23日に開催した２０１４Ｊリーグ Ｊ１リーグ戦第
25節で、通算入場者数が１億人を超えた。1993年5月15日の開幕戦か
らの通算6045試合で達成した。

Ｊ１リーグ戦入場者数 1億人を達成
～１９９３年のリーグ戦開幕から合計6045試合で達成～

　Ｊリーグは10月21日に開催した理事会で、２０１５シーズン Ｊ３リーグ
への入会申請のあったクラブに関する「Ｊ３スタジアム要件」および「Ｊ３
ライセンス基準」の審査結果について、下記のとおり決定した。

※1： ステップ2（「Ｊ３スタジアム要件」審査）、ステップ3（「Ｊ３ライセンス」資格審査）に合格した百年構想クラブについて
は、今後、ステップ4の「Ｊ３入会審査」を受け、11月の理事会で入会を承認され、ステップ5の「ＪＦＬでの競技成績」
（ＪＦＬ4位以内、かつ百年構想クラブのうち上位2クラブ）の条件をクリアした場合、Ｊ３リーグへの参加が認められる。

※2： 審査対象である、十和田市高森山総合運動公園球技場に関しては、シャワーの数不足、チーム更衣室の狭さの他、
ドーピングコントロール室、実況放送席などが具備されていないため不合格。

２０１５シーズン Ｊ３リーグ参加クラブに関する
「スタジアム要件」および「ライセンス基準」の審査結果

　Ｊリーグは10月3日、「セレッソ現象」についての勉強会をＪＦＡハウスで
開催した。セレッソ現象とは、2013年夏ごろよりＪ１リーグのセレッソ大阪の
試合入場者や練習場への来場者が増加し、特に女性の関心が顕著に高まっ
た状況を指す。Ｊリーグが立命館大学スポーツ健康科学部を共同調査パート
ナーとして、Ｃ大阪のサポータークラブ会員や同ファン層を対象に、ファンの属性
分析、興味の対象、ファンとなったきっかけなど、多角的に実施した調査の結果
を報告。調査を通して、現象の背景には女性ファンが増加した要因、有名外国籍
選手獲得の効果などがあることが浮かび上がってきた。報告を行ったＪリーグ
事業部マーケティング戦略室の阿部俊介アシスタントチーフは「気付きと反省
のためにも、こうした調査のエッセンスをしっかり残すことが大切」と、調査の
意義を述べた。

マルハンカップ 第20回日本電動車椅子サッカー選手権大会を後援
　Ｊリーグは、10月18～19日に石川県金沢市で行われた「マルハンカップ 
第20回日本電動車椅子サッカー選手権大会」（主催：日本電動車椅子
サッカー協会）を後援した。この大会は、日本国内において電動車椅子
サッカーの普及振興を図ることを目的に開催されている。

２０１４Ｊリーグアウォーズ
　Ｊリーグは、12月9日（火）に神奈川県の横浜アリーナで開催する年間
表彰式「２０１４Ｊリーグアウォーズ」の実施概要を以下のように発表した。
ことしから開始した明治安田生命Ｊ３リーグの選手も参加し、規模を拡大し
て開催する。
○ 15：30  開場
 ・Ｊ２ Most Exciting Player投票（～16時30分）
○ 17：00～17：45  サポーターステージショー
 ・Ｊ２ Most Exciting Player、Ｊ２最優秀ゴール賞 発表 他
○ 18：00～20：00（予定）  表彰式
 ・Ｊリーグ年間表彰式
　また、各賞の表彰概要が決まり、Ｊ２ Most Exciting Playerのノミネート
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功労選手賞
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（はっとり としひろ）、波戸康広（はと やすひろ）、山田暢久（やまだ のぶひさ）、
吉田孝行（よしだ たかゆき）、ルーカスの各氏に対し、功労選手賞として表彰
することを決定した。表彰は12月9日（火）に開催する２０１４Ｊリーグ
アウォーズで実施する。
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合をスタジアムで観戦する機
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　各月のＪ１リーグ戦で最も優れたゴールを表彰する「月間ベストゴール」に、9月
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コーラ Ｊリーグ月間MVP」は、9月度のＪ１は宇佐美貴史（ガンバ大阪）、同Ｊ２は
大黒将志（京都サンガF.C.）が選出された。受賞者にはそれぞれ30万円、20万円の
賞金が授与される。

東日本大震災復興支援「カルビー＆Ｊリーグ 元気にサッカー！
スペシャル観戦ツアー！！２０１４」

「驚いているが、非常にうれ
しい」と柏木

得点だけでなく、パスの巧み
さも光った宇佐美

Ｊ２得点ランキングの首位
を独走する大黒

子どもたちはピッチ内を元気に走り回り、交流も楽しんだ

審査結果

セレッソ現象分析 勉強会を開催

Ｊ３クラブ

ステップ2、ステップ3に合格※1

Ｊ３ライセンス承認

ステップ2に不合格※2

グルージャ盛岡、ブラウブリッツ秋田、
福島ユナイテッドＦＣ、Ｙ．Ｓ．Ｃ．Ｃ．横浜、
ＳＣ相模原、藤枝ＭＹＦＣ、ＦＣ琉球
アスルクラロ沼津、レノファ山口ＦＣ
ヴァンラーレ八戸ＦＣ

Ｊリーグ
百年構想クラブ

クラブ名 判定結果

抱負を述べ、福島県出身の伊藤社長も「福島
県の子どもたちにとってはすごく良い経験にな
った。Ｊリーグが行っているホームタウン活動に
とても共感しており、今後もＪリーグトップパー
トナーとして協力していきたい」と話した。

リポート 大きな展望、戦略の絞り込み、大胆な投資
現地視察報告  アメリカサッカーは新たなステージへ（下）

トピックス（9月17日～10月21日）
※各項目の詳細については、Ｊリーグ公式ホームページ
　（http://www.j-league.or.jp）を参照
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　Ｊリーグは、10月18～19日に石川県金沢市で行われた「マルハンカップ 
第20回日本電動車椅子サッカー選手権大会」（主催：日本電動車椅子
サッカー協会）を後援した。この大会は、日本国内において電動車椅子
サッカーの普及振興を図ることを目的に開催されている。

２０１４Ｊリーグアウォーズ
　Ｊリーグは、12月9日（火）に神奈川県の横浜アリーナで開催する年間
表彰式「２０１４Ｊリーグアウォーズ」の実施概要を以下のように発表した。
ことしから開始した明治安田生命Ｊ３リーグの選手も参加し、規模を拡大し
て開催する。
○ 15：30  開場
 ・Ｊ２ Most Exciting Player投票（～16時30分）
○ 17：00～17：45  サポーターステージショー
 ・Ｊ２ Most Exciting Player、Ｊ２最優秀ゴール賞 発表 他
○ 18：00～20：00（予定）  表彰式
 ・Ｊリーグ年間表彰式
　また、各賞の表彰概要が決まり、Ｊ２ Most Exciting Playerのノミネート
選手となるＪ２ Exciting 22の投票、ファン・サポーター観覧者の募集も
始まった。

功労選手賞
　Ｊリーグは10月21日に開催した理事会で、元Ｊリーグ選手の伊藤宏樹
（いとう ひろき）、岡野雅行（おかの まさゆき）、ジュニーニョ、服部年宏
（はっとり としひろ）、波戸康広（はと やすひろ）、山田暢久（やまだ のぶひさ）、
吉田孝行（よしだ たかゆき）、ルーカスの各氏に対し、功労選手賞として表彰
することを決定した。表彰は12月9日（火）に開催する２０１４Ｊリーグ
アウォーズで実施する。

　Ｊリーグとカルビー株式会社は10月18日、
東日本大震災で被災した福島県内のサッカー
チームに所属する小学生6チーム90人を宮城
県仙台市に招待し、サッカー交流大会と、ベガ
ルタ仙台 vs 浦和レッズを観戦するイベントを
実施した。本イベントは、福島県内で放射能の
影響により、サッカーを楽しむ機会がまだ万全
とはいえない地域の子どもたちを招待し、ベガ
ルタ仙台ジュニアやカルビー株式会社の社
員、ＪリーグOB選手の岩本輝雄、福西崇史の
両氏と共に思い切りプレーし、Ｊ１リーグの試

合をスタジアムで観戦する機
会を提供した。
　ことしは、主催者代表として
Ｊリーグの村井 満チェアマン、
カルビー株式会社の伊藤秀二 
代表取締役社長兼ＣＯＯが来
場し、子どもたちに声を掛けながら交流大会を
観戦した。村井チェアマンは「いまだに屋外の
活動が制限されている地域の子どもたちも、少
し足を伸ばせば良い環境がたくさんあるので、
今後もこのような機会を増やしていければ」と

　各月のＪ１リーグ戦で最も優れたゴールを表彰する「月間ベストゴール」に、9月
度は浦和レッズのMF柏木陽介が第24節の柏レイソル戦（9月20日）で28分に決め
た得点が選ばれた。月間ベストゴールは、年間で最も優れたゴールに与えられる「最
優秀ゴール賞」のノミネートゴールとなり、同賞は12月9日（火）に行われる２０１４
Ｊリーグアウォーズで表彰される。
　また、各月のリーグ戦（Ｊ１、Ｊ２）において最も活躍した選手を表彰する「コカ・
コーラ Ｊリーグ月間MVP」は、9月度のＪ１は宇佐美貴史（ガンバ大阪）、同Ｊ２は
大黒将志（京都サンガF.C.）が選出された。受賞者にはそれぞれ30万円、20万円の
賞金が授与される。

東日本大震災復興支援「カルビー＆Ｊリーグ 元気にサッカー！
スペシャル観戦ツアー！！２０１４」

「驚いているが、非常にうれ
しい」と柏木

得点だけでなく、パスの巧み
さも光った宇佐美

Ｊ２得点ランキングの首位
を独走する大黒

子どもたちはピッチ内を元気に走り回り、交流も楽しんだ

審査結果

セレッソ現象分析 勉強会を開催

Ｊ３クラブ

ステップ2、ステップ3に合格※1

Ｊ３ライセンス承認

ステップ2に不合格※2

グルージャ盛岡、ブラウブリッツ秋田、
福島ユナイテッドＦＣ、Ｙ．Ｓ．Ｃ．Ｃ．横浜、
ＳＣ相模原、藤枝ＭＹＦＣ、ＦＣ琉球
アスルクラロ沼津、レノファ山口ＦＣ
ヴァンラーレ八戸ＦＣ

Ｊリーグ
百年構想クラブ

クラブ名 判定結果

抱負を述べ、福島県出身の伊藤社長も「福島
県の子どもたちにとってはすごく良い経験にな
った。Ｊリーグが行っているホームタウン活動に
とても共感しており、今後もＪリーグトップパー
トナーとして協力していきたい」と話した。

リポート 大きな展望、戦略の絞り込み、大胆な投資
現地視察報告  アメリカサッカーは新たなステージへ（下）

トピックス（9月17日～10月21日）
※各項目の詳細については、Ｊリーグ公式ホームページ
　（http://www.j-league.or.jp）を参照
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入場者で埋まったスタジアムに感謝
̶ Ｊリーグ理事就任の経緯は。
有森 私は過去にＪクラブで選手のセカンド
キャリアについて、何度か話をする機会があり
ました。また、日本サッカー協会（ＪＦＡ）が実施
している「ＪＦＡこころのプロジェクト」で何度も、
夢先生をやらせてもらいました。サッカー界は、
他のスポーツ団体ができないような取り組みを
やっていますね。私も選手の育成や引退後に
興味があったので、そういったところに関わらせ
てもらったことがきっかけだったのかな、と。プロ
競技の組織で学んでみたいという思いもあっ
て、引き受けました。もし将来、陸上競技の現場
に戻るようなことがあるなら、この経験を生か
せればと思います。
̶ 理事就任前にＪリーグの試合観戦の経験
はありましたか。
有森 岡山の出身なので、帰省の際にファジア
ーノ岡山の試合を見に行ったことがありました。
ありがたいことに、初めて多くの入場者で岡山
のスタジアムが埋まったのを見ました。陸上な
ど他の競技でスタンドを埋めるのは大変なんで
すよ。岡山にセカンドキャリアの話をしに行った
時、何よりも先に「ありがとう。岡山が初めて
スポーツで盛り上がった」とお礼を言ったのを覚
えています。スタジアムでは売店に行って「どれ
が一番売れているんですか」と尋ねて、タオル
マフラーやＴシャツを買いましたよ。タオルマフラ
ーを振るタイミングとかは、分かりませんでしたけ
ど（笑）。
̶現在は他にどのような活動を行っている
のですか。
有森 いくつかありますが、一つが「スペシャル
オリンピックス（ＳＯ）日本」で理事長を務めて

います。知的障がいを持った方々がアスリート
です。1962年、故ジョン・Ｆ・ケネディ大統領
の妹ユニス・ケネディ・シュライバー夫人が、
知的障がいのある子どもたちを招き自宅の庭を
開放して開いたデイキャンプがＳＯの始まり
で、日本では発足して20年になります。社会と
の接点を持てず、可能性を見いだすことが難
しかった人たちに、オリンピック競技種目に準
じたスポーツを通して、いろいろなきっかけや
チャンスを提供しようという趣旨です。オリン
ピック・パラリンピック開催の前年に世界大会
が行われ、サッカーもあります。
̶ 「障がいを持つ人も一緒にスポーツを
楽しめる環境をつくっていく」というＪリーグの
活動方針に通じるところがありますね。
有森 はい。代表理事を務めている「ハート・
オブ・ゴールド」では、カンボジアにおける対人
地雷の撲滅と、対人地雷で手足を失った方々の
自立支援をサポートするという取り組みを行って
います。毎年、カンボジアで開催されるアンコール
ワット国際ハーフマラソンに参加する一方、
現地で保健体育教師の養成などにも力を入れ
ています。日本から指導者養成のための指導者
を派遣したり、専門家とコラボし、国際協力機構
（ＪＩＣＡ）の委託事業として指導要領を作成
したり。第1回のアンコールワット国際ハーフ
マラソンから18年がたって、現地の先生がその
教科書を基に指導を始める流れができてきま
した。

サッカーを通じた支援に憧れ
̶ スポーツを通じた支援、救済の活動が
多いのですね。
有森 競技種目にかかわらず、みんながスポー
ツを楽しめたらいいと思っています。以前、国連

の人口基金親善大使を務めていた時、「Right 
To Play」という活動を知りました。そこで行わ
れていたのが、選手が赤いボールを貧困や紛争
などに苦しむ地域へ持参し、ボール一つで子ども
たちとつながる、元気にするという活動でした。
サッカーはボールを蹴り始めるだけで、すぐに
みんながつながれるじゃないですか。あの支援
の仕方は自分にとってすごく憧れで、サッカー
がうらやましかったですね。
̶ 有森さんがリクルートで競技生活をして
いた93年にＪリーグは発足しました。
有森 サッカーへの興味が増したのは、そのころ
でしたね。実は三浦知良選手の影響が大きいん
です。直接に話したことはありませんが、彼とは
同年代で、彼らが自分のやってきたスポーツを
プロとして続け、Ｊリーグという舞台で活躍して
いることが、とてもうらやましかった。当時、陸上
競技にプロというカテゴリーはありませんでした
が、「いったい自分には何ができているんだ。
自分は陸上で食べていこうとしているんだよ
ね」という気付きをもらったんです。
̶ 三浦選手やＪリーグが、有森さんの96年
のプロランナー宣言につながったと。
有森 同年代のスポーツ選手が持つ意識が、
こんなにも違うのかと刺激を受けました。私は
走ることで生活の糧を得るというところに入っ
たはずだと。組織はプロではないが、「プロ」と
いう意識を私に植え付け、きっかけをつくってく
れたのが彼といってもいいんです。私がプロ化、
プロ宣言を陸上競技ですることができたのは、
少し大げさかもしれないけど、三浦選手の存在、
あの当時のサッカー、プロ組織として出来上が
ったＪリーグがものすごく大きな影響になった。
うらやましいと同時に、追い付きたい、そのよう
になりたいと思いましたね。（次号に続く）

人生の気付きをもらった
「カズ」とＪリーグ

有森 裕子Ｊリーグ理事に聞く（上）

　ことし1月にＪリーグ理事に就任した有森裕子氏は、オリンピック女子
マラソンのメダリスト。陸上競技では日本初のプロランナーとなったこと
でも知られる。1996年の自身のプロ宣言に大きな影響を与えたのは、
「カズ」こと三浦知良選手（現 横浜ＦＣ）とＪリーグだったという。

有森 裕子（ありもり ゆうこ）岡山県出身。日本体育大学卒業後、㈱リクルート入社。オリンピックの女子マラソンで
は、1992年バルセロナ大会で銀メダル、96年アトランタ大会で銅メダルを獲得。2007年にプロマラソンラン
ナーを引退。02年にアスリートのマネジメント会社「ライツ」（現 株式会社RIGHTS.）を設立し、取締役に就任。
国際陸連女性委員会委員、日本陸上競技連盟理事などを歴任。10年には日本人として初めて国際オリンピック
委員会（ＩＯＣ）女性スポーツ賞を受賞。著書に「やめたくなったら、こう考える」（12年PHP研究所刊）など。

※このインタビューは2014年10月1日に実施しました。


